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The study researches the correlation between land cover components extracted quan-

titatively from LANDSAT MSS digital data and the land use components obtained quan-

titatively from 1 : 25，000 Land Use maps in and around Hiroshima city. The mesh a-

nalysis was applied to the test area with Land Use maps edited in 1971 and 1972 by the 

Geographical Survey Institute and geographically corrected LANDSAT MSS digital data， 

taken on 8th Oct. 1972. The mesh analysis is based on the ratio data in the unit area 

of a so-cal1ed 500 meters mesh. The land use data were extracted manually by the dot 

method， and the land cover data were done automatically by M-DAS (Multi-spectral Data 

Analysis System)_ 

From the results of the study， the geographical distributions of densely built-up 

area， residential area and paddy field and grass made from Land Use maps were more 

than those computed from LANDSAT data. On the other hand， the geographical distri-

bution of forest and woody park made from LANDSAT data was more than what came 

from the Land Use maps， and also the correlation coe伍cientwas better than the others. 

和文梗概

本研究は，地球資源衛星(LANDSAT)のMSS(マル

チスベクトラルスキャナー)ディジタルデータから広

島市およびその周辺の土地被覆構成要素を定量的に抽

出し，これと 2万5千分の 1土地利用図から抽出した

土地利用構成要素との相関関係を調べた。本研究では，

まず広島地区において昭和46年~47年の修正測量に基
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づき編集された国土地理院発行の 2万5千分の l土地

利用図にメッシコ分割を施し， 500 mメッシコ内の土

地利用構成比率を算出した。一方，昭和47年10月8日に

同地区を撮影した LANDSAT. MSSデータを所定の

土地被覆構成要素に基づき M-DAS (Multi-spectral 

Data Analysis System)により 500m メッシコ内の

土地被覆構成比率を算出した。

これら相対する土地被覆/利用構成要素ごとについ
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ての相関性を調べた結果，業務地，住宅地，水田・草

地の分布に関しては LANDSATメッシュデータより

も土地利用図メッシュデータの方が多く，一方樹林地

に関しては LANDSATメッシコデータの方が土地利

用図メッシコデータよりも多く，また相関も他と比べ

て良かった。

1.はじめに

都市環境調査を行なう場合，調査目的に応じた種々

な指標を設定しかっそれらを定量的に把握する必要

性がしばしば生じる。近年，カラー航空写真情報等を

データベースとした環境情報の数値化が各機関で試み

られている。

本研究では，地球資源衛星 (LANDSAT)の MSS

ディジタルデータのスベクトノレ特性の広域同時性に着

目して， LANDSATデータから広島市およびその周

辺の土地被覆の現況を定量的に抽出することを試み

た。また都市の環境調査をリモートセンシングにより

行う場合に得られる成果についていくつかの知見を得

ることができたのでその一部をここに報告する。

2. 使用データ

2.1 テスト地域

図1に示した5万分の 1地形図「広島J，1"海田市J，

「厳島」および「呉」を合せた地域をテスト地域とし

た。このテスト地域のサイズは 5万分の l地形図の

図葉と同じで，経度方向が7分30秒，緯度方向が5分

である。この地域の中央部は，広島市(人口:876，261 

人昭54.7. 1現在)の!日市内を含み，北部，西部，東

部は広島のベッドタウンとして発展著しい祇園，五日

市，海田の市街地がヒトテd状に伸び，また山林や田畑

等の緑地を含み，南部には広島湾を含んでおり，広島

地区の土地利用環境を検討するのに適当な内容をもっ

ている。

2.2 土地利用データ

本研究では，表1に示されるような土地利用区分に

基づき，土地利用構成要素を2万5千分の l土地利用

図上で 500m メッシュ毎に計測し，数値化した。こ
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図1 テスト地域 (5万分の l地形図〉

-154-



自然物および人工権造物の現況をいい，土地の物理的

材料に対応する。一方，土地利用 (Landuse)は，利

用目的別に土地の緩態を分類したものであり，その土

地に結ひにいた人間活動を表わしてし、る。以上の内容

を考慮して，本テスト地域において土地被覆/利用区

分を表1に示すように設定した。

3.2 M-DASによる土地被覆の自動分類

LANDSAT・MSSディジタノレデータを入力として，

表1に示すように設定されたトレーニングエリアを地

形図上で確認し，M-DAS(Multi-spectral Data Analy-

sis System)により土地被覆の自動分類を行なった。

こでいう 500m メッシュとは 2万5千分のl土地

利用図を縦横ともに40等分して得られる長方形のメッ

シ3 で，面積が約 0.26km'である。このテスト地域

には，1600個の 500m メッシュがあり， ドット法に

より読み取りを行ないデータの値は，0から25(1メ

ッシュ=25ドット)に数値化された。

2.3 地球資源衛星 (LANDSAT)データ

本研究で使用した地球資源衛星 (LANDSAT)デー

タは，昭和47年10月8日に録影されたものである。こ

のデータは，本テスト地核において， 600 x 480個の約

38.5mメッシュデータとして幾何学的補正がなされ

た日。 その精度は最大誤差が約1画素，約38.5mであ

る。 このため土地利用データの 5∞m メッシュは
LANDSATデータの 38.5m メッシュにして 180

伺に対応する。写真1は幾何学的補正され，IMAGE-

100の CRT上にディスプレイされた本テスト地域の

フォ ーノレスカラー・LANDSATシーンである。

土地被覆/土地利用構成要素

3.1 土地被覆/土地利用

リモートセンシングデータ，すなわち LANDSAT・

MSS ディジタノレデータは，土地の表面の物理的特性

を反映しており，これを都市環境調査等に活用する場

合土地被覆と土地利用との相違を考慮しておく必要が

ある。土地被覆 (Landcover)は，土地の表面を覆う

3 

5万分の1LANDSAT Map(広島テスト地域)写真1
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表2 M-DAS による分類精度

TNG F'ERCENT C肉TEGOf;・1ZEC' 向5 GROUF' 
5ET 。 1 ι ~. 主 4 E J 6 7 3・.・

1 0. 94. 6 @ 0. 自. @ 0. 0. 
2 0. o. 98. 0. 0. 0. 8 0. 2. 
J 0. 0. 1130. 0. 0. 0. @ 0. 。
4 o. 0. 0. 100. 0. 0. 0. 0. 0. 
s 。. 13. 13. 95. ~ . 0. 5. 13. 0. 
6 2. 8 。. 5. ::;コ』コ. 0. 0. 。 0. 
づS 1. 0. 白 5. 90. Er ' @ー 同 0. 
8 2. @ 0. 0. 白. 98. 0. 自. 0. 
9 o. 0. @ 切. 0. 100. 0. 白. 0. 
113 o. 0. @ 0. 0. 0. 10O 0. 0. 
11 b 。 1. 1. 0. 切 o. 91 0. 
12 @ 13. 。 0. 0. o 。 0. 100 
13 o. 13. 0. 0. 0. 0. 8 0. 0. 
14 13. 13. 0. 0. @ 0. @ 0. ~. 

15 13. @ 13. 自. 0. 0. 0. 0. U 

16 0. @ o. l1 肉 0. 0. 0. 向

17 1. 13. o. 0. 自 0. 。 0. の
18 13. ι，、. 94. .!.・. 0. lZI. 。 1. 8 
19 o. 13. @ 向 0. 自. 。 向 。
213 2. 13. 。 z、• ヲ7. lZI. 0. lZI. 内

21 o. 。 0. 0. 0. 0. 0. 100 0. 
22 0. 0. o. 0. 自 同 。. 0. 100. 
23 33. @ 0. 8 0. 0. 0. 67. 8 
24 4. 0. 0. 0. 。. 自 0. 0. 96 

TNG F'ERCENT C内TEGORIZED 肉::; GROUP 
5ET 9 11 12 13 :14 
1 0. 0. 自. 0. 0. 
2 8 0. 0. 0. 0. 
3 0. 13. o. o. 0. 
4 o. 0. 0. 0. 0. 
5 o. 0. 0. 0. 0. 
b 0. 0. 白. 0. 0. 
ヲ. 0. 0. 0. 0. 0. 
8 0. ~ . 切. 0. 8 
9 8 @ 0. 0. 0. 
:113 8 @ 0. 0. 向

11 。. 。 。 0. o. 
12 0. 。. 0. ~ . 0. 

13 11313. 0. 0. 0. 0. 
14 98. o. 0. 0. 0. 
15 o. 96. 4. 0. 0. 
16 13. 1. 97. ι司 . 0. 
17 0. @ 2、. 97. 0. 
18 o. 0. 0. o. 0. 
19 0. 1. o. 13. 99. 
20 o. 。. 0. 0. 0. 
21 0. 13. 13. 0. 0. 
22 。. 13. 13. 0. 0. 
23 o. 0. 0. 0. 0. 
24 o. o. 0. 0. 0. 

※ TNG・SET番号は表 lの( )番号に対応する。
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LANDSAT データによる「広島地区」の土地被覆/土地利用分類画像
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写真3 LANDSAT Mesh Imagery 

(Densely built-up area) 

写真5 LANDSAT Mesh Imagery 
(Forest) 
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写真4 LANDSAT Mesh Imagery 
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写真6 LANDSAT Mesh Imagery 

(Paddy五eld)



このときの分類精度は表2の如くであり，ほぼ充分と

思われる。図2は13個のトレーニングエリアに対応す

るスベクトノレ特性を示してL、る O 写真2は本テスト地

域を自動分類処理し，各カテコリーの分布を色別に表

示した「広島地区Jの土地被覆/土地利用分類画像を

M-DASの CRT上にディスプレイしたものである O

3.3 土地被覆のメッシュデータ化

自動分類処理画像に 500m メッシコ分割を施し，

各メッシュ内に各カテコリー Ci (Î =1~13) がどの起

度含まれているかを各カテゴリー毎に計数し，その占

有率を求めた。写真3から 6は，占有率を55皆おきに

20段階のクラス分けを行い，各段階に特定の色を指定
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した LANDSATメッシコ画像を M-DAS の CRT

上にディスプレイしたものである。ここでメッシ

ュの中に含まれる画素数は 180個である。ちなみに，

写真3は業務地の分布パターンを表わしており，市内

中心部に集中しているのがわかる。写真4は住宅地を

表わしており市内を中心に北と西に広がって分布して

いるのがわかる。写真5は樹林地を表わしており，市

の北西部および東部に分布しているのがわかる。また

写真6は農草地を表わしており，市の酋部およひ北東

部に分布しているのがよくわかる O

3.4 土地利用のメ '1シュデータ化

一定間隔の格子線が刻まれた透明なドット・テンプ
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レートを2万5千分の 1士地利用図七にオーバーレイ

し，格子の中央(または格子点)部に写っている土地

利用区分が表1の区分のどれに該当しているかを読み

取る O ドット法では lドットあたりの単位面積が小さ

い程データの精度は向上するが， 本研究では 500m 

メッシコの中に5x5ドットを設定した。

4. 土地被覆/土地利用メッシュデータの比較

LANDSAT.MSSデータより作成された土地被覆メ

ァシコデータと 2;;5千分の 1土地利用図より作成さ

れた上地利用メッシュデータの比較を行なった。比較

の方法として，中高層建築物(業務地)，低層建築物(住

宅地)，樹林地，水田・草地(投草地〉の 4項目につい

て相関分析が行なわれた。図 3~6 の相関図は縦軸に

LANDSAT による段階， 横軸に土地利用図による段

階をとり， COL は相関係数を， 数式は一次近似によ

る回帰式を示しているつ

4つの項目について比較した結果，業務地，住宅地，

良草地の分布に関しては土地利用凶のガが LA~D­

SAT よりも多くなっているが， 樹林地に関しては

LANDSAT の方が土地利用図よりも多く， {I也の 3項

目よりも相関がiミL、υlこれは樹林1むといヲスヘクトノL

特性で分類する場合，段もよく分類できるカテゴリ

であり，他の 3項目はその中に含まれる対象物がス J¥

クトノし特性上.ル岐にわたっており， jri] 会なカテコリ

ーに判別することが難しいからであると思われる J

5. まとめ

(1) LANDSATの MSSディジグルデ タのユベヘク

トノし特性と々 の!ム域|司|時i生によ ι)1.¥定地域の土地被

覆/利用の現況を定量的に把t犀でき，その分布パタ

ーンを視覚的に容易に確認できる。

(2) 微細な地形被覆物の分布を解析するよりもむしろ

総体的な都市の自然環境構造(市街地，緑地，水域

というような基本的構成要素の分布)を把握するの

に LANDSATデータは有効である。

(3) メッシ z アナリシスによりリモートセンシングデ

ータを定量化する場合，メッシュサイズをその目的

に合わせて精度的に検討する必要がある。

(d) 本研究では，単一同期の LA~DSAT ずータを周

いたが， n年系列に LANDSATデータが入手できれ

ば，都市の自然環境橋造の経年変化を定量的に把握

することが可能になると思われる。
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